
みなさんの口は元気でしょうか。元気な口は、おいしく
食べて、たくさん話し、たのしく笑います。元気な口を持つ
ことで、たのしいまいにちをおくりましょう。

小学生の口と生活のチェックポイント
しょうがくせい くち せい かつ

No.3

広がった毛の歯ブラシは、
こうかんしましょう
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少しだけ口をあけて横から
歯ブラシを入れて1本だけ
みがきましょう

くち

みなさんには、これから次々におとなの歯が生えてきます。
あなたは、おとなの歯が何本生えてきましたか？おとなの歯を
大切にするためには、ていねいに歯みがきすることが必要です。
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໐ 歯みがきをしてみよう
は

○せいけつな歯ブラシをつかいましょう。歯ブラシの毛が
ひろがっていると、じょうずに歯をみがくことができま
せん。

○おくに生えてきたおとなの歯はみがきにくいので歯ブラ
シを口の横から入れて しっかりみがきましょう。

○全部の歯を1本1本ていねいに
みがいたら、しあげみがきを 
してもらいましょう。

creo




保護者の方へ：小学生の口と生活のチェックポイント No.3

໐ 歯の生え代わりとあごと歯の正常な発育

前歯が永久歯に生え代わり、６歳臼歯（第一大臼歯）も生えてきて、残った乳歯も
少なくなってきましたが、この乳歯は、生え代わるまで、大切な役割があります。

乳歯は、食べ物を小さくかみ砕いたり、正しく発音するために必要です。さらに乳歯は、一番奥の乳歯が

抜ける10～12歳頃までの子供のあごの骨の成長を促進したり、顔の形を整える重要な役割を持っていま

す。むし歯などで乳歯を失った場合は、歯が寄ってきて、後から生えてくる永久歯の生えるスペースが無くな

り、かみ合わせに問題が出てきます。乳歯は、子供の健康な成長を促す役割を持った大切な歯です。

子どもに、自分で歯みがきをする習慣をつけてあ

げましょう。でも、奥歯は自分でみがきにくいので、

仕上げみがきが必要です。むし歯予防効果のある歯

みがき剤を使いましょう。歯ブラシの半分くらいの

長さを使用し、歯みがき後のうがいは１回にします。

むし歯予防には、「歯みがき」と「食生活の見直し」を行います。

໐ む し 歯 の 予 防 法
●自分みがきと仕上げみがき　　●おやつの食べ方の見直し
●むし歯予防効果のある歯みがき剤の活用

ポイントポイントポイント

歯 み が き

おやつは、決められた時間に決められた量を食

べるようにします。だらだらと食べると、むし歯

になりやすくなります。

食生活の見直し

③奥歯のミゾ

磨き残しの多いところ

④歯のうら側

⑤奥歯の
　ほっぺ側

②歯と歯肉の
　さかいめ①歯と歯の間

制作：復興教育支援事業委員会・東北大学大学院歯学研究科・宮城県歯科医師会

7歳頃 8歳頃

9歳頃

乳歯は白、永久歯は水色、ピンクは上あごと下あごの歯
肉の中を示しています。
乳歯の下には、永久歯が埋まっていて、生え代わりを
待っています。乳歯がむし歯になると、乳歯の根の先が
化膿して、下の永久歯の形が壊れます。
また、乳歯がむし歯で抜けてしまうと、歯が前に移動し
てきて、下の永久歯の生えるスペースが無くなって、歯
並びが壊れてしまいます。

7～12歳の口の模式図

10歳頃


